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研究成果の概要：北東アジア地域でのメタボリックシンドロームの有病率の調査と他

の国々との比較により、これらの地域でメタボリックシンドローム有病率が高く、メ

タボリックシンドロームを構成する代謝異常の集積が増加していることが明らかに

なった。しかしながら、同じ診断基準を用いても内臓肥満と代謝異常との関係は各国

で異なっており、生活習慣または遺伝がこれらの差異にどのように関連しているかの

検討が予防対策の樹立に重要と考えられた。  
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１．研究開始当初の背景 
 
  食習慣の変化、運動不足、ストレスによ
って日本人労働者での糖尿病やメタボリッ
クシンドロームが急増している。健康日本 21
などの活動によっても、日本の糖尿病有病者
は減尐せず、1370 万人(1997)から 1620 万人
(2002)に増加しており（厚生労働省糖尿病実
態調査）、今後の医療費高騰の主要因となる
可能性がある。また、東アジアでも糖尿病や
メタボリックシンドロームが増加している。 
このため、WHO、厚生労働省はメタボリック
シンドロームや糖尿病予防に高い優先度を

設定しているが、メタボリックシンドローム
のコア病態である内臓肥満やインスリン抵
抗性の病態解明が不十分である。2005年 4月
には日本内科学会などによって提案された
日本人向けの診断基準、特に内臓肥満判定の
ためのウエスト囲カットオフ値に対する批
判がなされており、今後の検討課題となって
いる。また、有効な予防方策についても欧米
での生活習慣介入試験で良好な結果が得ら
れているが、日本をはじめとするアジアでの
成績は尐ない。 
 
 我々は、2001 年より日本、モンゴル、中国、
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韓国において、肥満とメタボリックシンドロ
ームに関する調査を行ってきた。そして、WHO
西太平洋事務局の肥満基準で「肥満」と判定
される BMI25.0 以上の割合は、日本人が最も
尐なく、韓国人、モンゴル人の順に増加した。
しかし、最も肥満者が尐ない日本人のメタボ
リックシンドローム有病者率は、他国より低
くなかった。モンゴル人は、顕著な肥満を示
したが、血中脂質や糖質の異常は尐なかった。
一方、肥満度を調整しても、高中性脂肪血症、
低 HDLコレステロール血症、インスリン抵抗
性の指標である HOMA-IRの高値が顕著である。
したがって、アジア人のメタボリックシンド
ロームは、BMI やウエスト囲などの内臓肥満
だけでは予知できない。こうした肥満と代謝
異常の民族差は、アメリカでよく研究されて
おり、肥満度別の代謝異常率は、黒人＞アジ
ア人＞白人の順である。肥満と糖尿病の関係
については WHO が報告しており、白人に比べ
てアジア人は糖尿病を発症しやすい（表１）。
この原因として、アジア人ではインスリン分
泌障害とインスリン抵抗性が、白人に比較し
て顕著なことが報告されているが、その原因
は不明である。 
  

日本人では血清コレステロールが急速に
上昇しつつあるのに、虚血性心疾患が増加し
ない要因として、低脂肪食、魚介類からの n-3
系多価不飽和脂肪酸、野菜などからの抗酸化
物質の摂取が寄与していると考えられてい
る。日本、モンゴル、韓国での調査によって、
炭水化物摂取量は韓国＞日本＞モンゴル、魚
摂取は日本＞韓国＞モンゴル、ビタミンＥ摂
取は日本＞韓国＞モンゴルの順であり、食習
慣が高中性脂肪血症やインスリン抵抗性に
関連していることを明らかにし、民族で肥満
と代謝異常との関連が異なることを明らか
にした。 
 また、これまでの疫学断面研究から日本人
の 2 型糖尿病の多くは肥満を伴っておらず、
メタボリックシンドローム以外に肥満を伴
わないインスリン追加分泌障害を主とする
耐糖能異常者の存在が推定される(図 1)。 
 
 
２．研究の目的 
１）遺伝的多型の類似した日本、モンゴル、
中国、韓国の労働者を対象にしたメタボリッ
クシンドローム・2 型糖尿病のコホート研究
のためのベースライン調査により遺伝子多
型と生活習慣との関係を明らかにする。 
２）インスリン分泌障害を主とする耐糖能異
常とインスリン抵抗性や肥満を主とするメ
タボリックシンドロームの予後を解析する
ことにより、アジア人での肥満と糖尿病の関
連を明らかにする。 
 

３．研究の方法 
(1)日本でのコホート研究 
 2006年度から開始した健康調査(The 
Shimane Study)受診者 2,000 名について、遺
伝子多型と生活習慣が、肥満、メタボリック
シンドローム、糖尿病、動脈硬化への関連を
解析した。特に20-64歳709人(男性381人、
女性 328人)についてメタボリックシンド
ロームや糖尿病に関する詳細な解析を行っ
た。 
  
(2)中国での疫学研究 
18 – 60 歳の中国寧夏回族自治区銀川市の

労働者人 671人と、これまでの調査したモン
ゴル人 256人、日本人 671 人を国際糖尿病連
盟の MS 診断基準を用いて比較した。血液生
化学検査は、通常の酵素法で行った。ウエス
ト周囲径 (WC) が男 90 cm 以上、女 80 cm以
上を内臓肥満とし、これに加えて次の 4項目
の 2つに該当するものを MSとした。4項目は、
① 高中性脂肪血症, ≥ 150 mg/dl; ②低 HDL-C
血症, 男< 40 mg/dl, 女< 50 mg/dl; ③血圧
高値, ≥ 130/85 mmHg; ④空腹時高血糖, ≥ 100 
mg/dl である。 
 
４．研究成果 
(1) 内臓肥満、メタボリックシンドロームと
糖尿病 
日本内科学会版の日本人向け診断基によ

るメタボリックシンドローム有病率とリス
クの重複について解析を行い、特定保健指導
の対象年齢である 40-64歳での日本人向け診
断基準によるメタボリックシンドローム有
病率は男性 13%、女性 3%の結果を得た。 
 
メタボリックシンドロームは糖尿病の前

段階と位置づけられることから、糖尿病の診
断(糖尿病薬物治療中または空腹時血糖 126 
mg/dl)を優先させ、その後に日本人向けメタ
ボリックシンドローム診断基準を適用した
ところ、40-64 歳については、糖尿病有病率
は男性 10%、女性 4%、糖尿病診断後のメタボ
リックシンドローム有病率は男性 9%、女性
3%であった。メタボリックシンドローム有病
者中の糖尿病管理不良者は 5 人に対し、正常
者では 14 人であった。一方、糖尿病診断を
優先させた場合には、糖尿病管理不良者は糖
尿病 16人、メタボリックシンドローム 1人、
正常 2人となり、日本人向けメタボリックシ
ンドローム診断基準よりも、糖尿病の診断を
優先した場合の方が優れていた。 
インスリン抵抗性の指標である空腹時イ

ンスリンと HOMA-IRは、肥満と強い正相関が
認めら、インスリン分泌能の指標である
HOMA- とも強い正相関が認められた。肥
満によるインスリン抵抗性により、膵臓 細
胞からのインスリン分泌も代償可能な範囲



 

 

で亢進していることが示唆された。また、肥
満 と 空 腹 時 血 糖 や estimated average 
glucose (eAG)または HbA1c との相関は、肥
満とインスリン抵抗性との関連より弱かっ
た。このことは、肥満だけが耐糖能異常の原
因ではないことを示唆している。 

 
このように、日本人では糖尿病患者は一般

集団と比較して有意な肥満傾向を有さない
ため、メタボリックシンドロームの診断は糖
尿病を除外して行うことが必要と考えら、こ
れによって糖尿病管理不良者を容易にスク
リーニングできることが明らかになった。 
 
(2)中国、モンゴル、日本のメタボリックシ
ンドロームに関する研究 
 内臓肥満では中国人では男 39%、女 24%、
モンゴル人では男 50%、女 54%、日本人では
男 10%、女 12%であり、モンゴル人が最も肥
満で、ついで中国人、日本人の順であった。
性差が中国人で顕著であり、男は日本人より
肥満傾向であるが、女は日本人と同じくらい
で肥満が尐なかった。日本人は、モンゴル人
や中国人よりも LDL-Cなどの代謝異常が有意
に多かった。MS の有病率は、中国人では男
23%、女 9%であり、モンゴル人では男 22%、
女 24%、日本人では男 7%、女 6%と尐なかった。
これは日本人で WC による内臓肥満が尐ない
ためであった。 

動脈硬化性疾患死亡率は、モンゴル人、中
国人、日本人の順であり、今回の調査での MS
や肥満の有病率とよく相関していた。しかし、
中国では男に肥満や MS が多いのに対し、女
では尐なく、生活習慣が関係していると考え
られた。北東アジア地域での MS の国際比較
により、これらの地域で MS 有病率が高く、
MS を構成する代謝異常の集積が増加してい
ることが明らかになった。しかし、同じ診断
基準を用いても内臓肥満と代謝異常との関
係は各国で異なっており、生活習慣または遺
伝がこれらの差異にどのように関連してい
るかの検討が予防対策の樹立に重要と考え
られる。 
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